


 

管理方策

資源水準および資源量指標値（沖底の資源密度指数）に合わせて漁獲を行うことを管理方策とし、2019年のABCを算
定した。 なお、資源水準は中位、動向は増加であるが、2019年に漁獲の主体となる2017年級の豊度は低いと推察さ
れたことから、過度に漁獲することのないよう配慮すべきである。

管理基準 Target／Limit 2019年ABC
（百トン）

漁獲割合
（％）

F値
（現状のF値からの増

減％）

0.9・Cave3-yr・1.22
Target 19 － －

Limit 24 － －

Limitは、管理基準の下で許容される最大レベルの漁獲量。Targetは、資源変動の可能性やデータ誤差に起
因する評価の不確実性を考慮し、管理基準の下でより安定的な資源の維持が期待される漁獲量
ABC算定規則2-1)に基づき、ABCはABClimit＝δ1・Ct・γ1、ABCtarget＝ABClimit・αで計算した。係数α
には標準値0.8を用いた
係数δ1は、水準決定方法を考慮した中位水準の標準値の0.9、Ctは2015～2017年の平均漁獲量（Cave3-

yr）である2,207トン
γ1は、γ1＝1＋k(b/I)で計算をし、kは係数（標準値の1.0）、b(12.6)とI(58.5)は資源量指標値の傾きと平均
値（直近3年間（2015～2017年））
ABCは十トンの位を四捨五入した
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